
『今こそ D E V A N D A 有1議長 業』
放 射性彗絢寛を作物亀≡静香菅奮健 なも亀葡萄幾≦杜増 妓 緒各≡

･

訊い 苛

娼浣 会 の 虫 しら せ

～ 作物へ の移行を抑えて ､ 作り続けよう ′ 〉

● 東 北 ･ 関東 の 大地 に降下 した放射性物質が 消失す る ため に は ､ 長 い 年月 を要す る ｡ しか し ､ そ

の 地 で も農産物 の 生産 を続けなけれ ばならな い ｡ 有機農業者も作り続けて い く た めに ､ 有機農

業が 標模 し､ 誇 り に してき た ｢安心 ･ 安全｣ を し っ か り と取 り戻 した い ｡ 自信 と確信をも っ て

生産を続 けた い ｡

● 農地 は 汚染され て い たと して も生産 する有機農産物 に は ､ 放射性物質を出来るだけ移行させ な
い 有機栽培の 方法に つ い て の 講 演会を1 1 月2 4 日 に仙 台 で 開催 します ｡ メ イ ン講 師は ､ 新潟大学
の 野中昌法教授を予定 して い ます ｡ 野中教授 は ､ 土壌学 の専門 で ､ 今回 の 原発 事故 に あ っ て も

放射性物質の 挙動 に つ い て 調査 ･ 研究 を続 けて い ます ｡ 皆様 多数 の 参 加 をお待 ち して お ります ｡

と き : 11

ところ :

2 4 日(土) 1 3 : 3 0 ′ - 17 : 0 0
目目 台 エ レクトロンホ ー ル 旨堀

(宮城県民会鮨) 6 階 6 0 1 大会議室

参加料 : 5 00 円( 資料代として)

日程

開場 13 :宅和

開会挨拶1認:3¢: 田本有機食品認定連絡協議会 会長 加藤 和男

講演 召3 : 4 ⑳ ～ 旬5 : 舶

『土壌中及び作物捧に訊什魯放射性物屑物挙動及び

放射性物質を作物に移行±せ 軌 l有機載増穂術について』
許師 : 新潟大学 教授 野中昌法氏

質疑応答月番: 00 ～ 1 6 : 咄

閉会挨拶1 7 こ㈹

｢ P E V A N むA ｣ とは
= ■ 英語でr 9 0 随 E ¢ ㌻ V 触 A 血 N 虎 W O 血 如 匝 血 A 仲 ｣ の 頭 文字をとっ た造語で ､

｢ 環境を

大切にしJ いきいきとした 紳 水産妻を実現するために行動するネットワ
ー ク｣ という意味で す∴相羽 巨年に｢ 大地を守る会｣ が提唱

したテ
ー マ です｡ (r 大地を守る会J ホ ー ム ペ ー ジより)

細

主催 8 本有機食品認定連絡協議会
後援 宮城県 福島県

有磯 J A S 登録認定機関協議会
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N P O 法人環境保全米ネ ッ トワ ー ク

公益財団法人自然農法国際研究開発セ ンタ ー

間合埜先
NPO 法人環境保全米ネ ッ トワ ー ク

〒980 - 001 1

仙台市青葉区上 杉 ト1 6 - 3 JA ビル 別館5F

TEL O22 (26 り7348 担当高橋 ､ 福澤
ト¶8i l o k ol[ el紬pf n e t w o r k . o r g

日本オ ー ガ= ッ ク& ナチ ュ ラ ル フ ー ズ協会 ( J O N A )

株式会社アフ ァ ス認証 セ ン タ
叫 N P O 法人 田本有機農業生産璧体中央会 惚
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T
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※事前質問記入欄
放射性物質に 関連するご寛間がありましたらご記入く ださい ｡ 公演当日 ､ 優先 して 回答 いた します ｡

貴開例) 放射性物質低減対策と して 0 0 を実践 して い るが ､ 効果が為 るの だろうか ?

旦込灸朝風∴璽卯ヱ鼻J⊥且旦且 ●(金j _ .

申込み先 : 肝0 法人環境保全米ネッ トワ ー ク FA X : 022 ⊥2 引 一74 88

会場案内図
東京エ レク トロ ンホ ー

ル 宮城 ( 宮城県民会館) 地下鉄 ｢ 勾当台公園駅｣ 公園 2 出口 か ら徒歩 5 分

住所 : 仙台市青葉区国分町 3 -

3
- 7 TE L : 022

-

225
- 8841




